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1. はじめに 

様々な画面アスペクト比を持つ表示端末への対応として，

シームカービング[1]を応用したスケーラブル符号化が検

討されている．この手法では，非線形縮小画像をベースレ

イヤ，削除シームの位置情報およびシーム上の画素値情

報を拡張レイヤとして符号化する．筆者らは，シーム位置

を関数として近似表現することで情報削減を図る手法を提

案している[2]．図 1 に真のシームと関数で近似したシーム

の例を示す．本論文では，近似関数選択手法を改良する

ことで，結果として得られる非線形縮小画像の画質を向上

できることを示す． 

2. 近似シーム選択手法 

まず，従来の関数近似手法[2]を垂直シームを例にとっ

て説明する．画像（W×H）の水平座標を𝑦，垂直座標を𝑥

とし，通常のシームカービングで求められたシーム位置

(𝑥, 𝑠(𝑥))を最小二乗法により  𝑛次関数で近似する（1 ≤

𝑛 ≤ 𝑁）．近似した𝑛次関数を 𝑦 = 𝑓𝑛(𝑥)と表す．シーム上

の各画素の重要度を𝑒(𝑥, 𝑓𝑛(𝑥))とし，その合計値が最も小

さい𝑛を最適な次数として選択する． 

𝑛 = argmin
𝑛

(∑ 𝑒(𝑥, 𝑓𝑛(𝑥))𝐻−1
𝑥=0 )       (1) 

従来手法では，重要領域のごく一部分を近似シームが通

過している場合には検出が難しく，縮小画像中に歪みが

発生する場合があった．そこで新たに式(2)(3)(4)のような 3

つの手法を検討する． 

𝑛 = argmin
𝑛

∑ |𝑒(𝑥, 𝑠(𝑥)) − 𝑒(𝑥, 𝑓𝑛(𝑥))|𝐻−1
𝑥=0   (2) 

𝑛 = argmin
𝑛

∑ (|𝐷𝑌(𝑥)| + |𝐷𝑈(𝑥)| + |𝐷𝑉(𝑥)|)𝐻−1
𝑥=0   (3) 

𝑛 = argmin
𝑛

∑ √𝐷𝑌(𝑥)2 + 𝐷𝑈(𝑥)2 + 𝐷𝑉(𝑥)2𝐻−1
𝑥=0   (4) 

ただし， 

𝐷𝑌(𝑥) = 𝑌(𝑥, 𝑠(𝑥)) − 𝑌(𝑥, 𝑓𝑛(𝑥)) 

𝐷𝑈(𝑥) = 𝑈(𝑥, 𝑠(𝑥)) − 𝑈(𝑥, 𝑓𝑛(𝑥)) 

𝐷𝑉(𝑥) = 𝑉(𝑥, 𝑠(𝑥)) − 𝑉(𝑥, 𝑓𝑛(𝑥)) 

式(2)は真のシームと近似シームの重要度の差分絶対

値の合計値，式(3)は YUV のマンハッタン距離の合計値，

式(4)は YUV のユークリッド距離の合計値が最も小さいも

のを最適な次数とする． 

3. 実験と考察 

重要度マップを顕著性とエッジ勾配の重み付き和，近似

最大次数 N を 15，シーム係数表現ビット数を 64 として実

験を行った．図 2 に処理結果を示す．従来手法と比べ，重

要領域の通過を精度よく検出でき，非線形縮小画像中の

歪みが減少したことを示している． 表 1 は，各手法による

シーム位置符号量を示している． 

  

図 1 真のシームと関数近似シーム 

  

(a) 従来手法(式(1)) (b) 提案手法(式(2)) 

  

(c)提案手法(式(3)) (d)提案手法(式(4)) 

図 2 処理結果画像の比較 

表 1 各手法のシーム位置符号量の比較(kbit) 

画像名 Bikes Boat1 Boat3 Giraffes River 

真のシーム 370 487 428 721 312 

従来(a) 182 238 243 401 136 

提案(b) 193 263 236 431 168 

提案(c) 249 311 280 514 220 

提案(d) 241 319 300 516 225 

4. まとめ 

本検討では，画面アスペクトスケーラブル符号化におけ

る，近似シームの最適な選択を行う手法を検討し，その有

効性を示した．今後の課題としては， さらに重要領域を正

確に検出する手法の検討，近似関数の最大次数𝑁の決定

方法の検討などが挙げられる． 
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